
［成果情報名］ため池底泥土を用いたため池改修法

［要約］老朽ため池は築造年代が古く、堤体破損や漏水の補修など早急な改修が必要なものが多い。

ため池に堆積した底泥土を一旦固化させた後に解砕してから処理し、堤体改修の築堤土として有効

利用する改修工法により、コスト低減が可能になる。
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［背景・ねらい］

老朽ため池は築造年代が古く、堤体破損や漏水の補修など早急な改修が必要なものも多い。ため

池堤体の改修には、強度や遮水性に優れた築堤土が必要であるが、最近ではこの築堤土の入手が困

難になってきており、改修や補強が計画どおりに進まない事例が増えてきている。また、ため池に

は底泥土が厚く堆積していて、貯水容量の減少や水質の悪化など、ため池機能の阻害や低下の原因

になっている。本研究はそのままでは築堤材として不適な底泥土を固化処理し、堤体改修の築堤土

として有効利用する改修工法を開発する。

［成果の内容・特徴］

１．底泥土にセメントなどの固化材を加えて固化させるだけの改良土は既設のため池堤体との密着

性が悪く使用できなかった。本研究では、一旦固化させた底泥土を解砕してから通常土と同様

に転圧して築堤すると、再固化時の応力～ひずみ特性が通常土に近い特性になる性質を利用し

てため池の築堤土に使用できるようにした（図－１は工法の概要）。

２．底泥土に加える固化材量の調節により所要の強度の築堤土を人工的に製造できるので、急勾配

法面での堤体改修が可能であり、貯水容量の減少や土工量の増加を最小限に抑えられる。また、

土砂の搬出と搬入に伴う運搬がなくなり、工事中の騒音、排気ガス、渋滞などの近隣環境への

影響がなく、かつ経済的である。

３．底泥土を土質改良する時の、強度や遮水性に及ぼす固化材料、底泥土の固化前含水比、解砕・

転圧までの固化日数が強度や遮水性に及ぼす影響を系統的に調べ、設計・施工のための基礎資

料を取りまとめた。

４．底泥土を固化材により土質改良して所要の強度と遮水性をもつ築堤土を製造するための設計法、

施工システム、及び施工管理法を確立し、設計・施工マニュアルとしてまとめた。

５．ため池の設計法について、堤高や堆積土の粒度に応じて遮水性の高いものと強度の大きい材料

を使い分けて、①水平ゾーニング方式、②傾斜ゾーニング方式（図－２）を提案し、それぞれ

の設計法をとりまとめた。

［成果の活用面・留意点］

１．本工法はため池の遮水性の向上だけでなく、耐震補強工法としても効果的であり、大規模地震

動が想定される老朽化ため池の耐震補強にも有効な方法である。

２．底泥土の性質により設計断面、施工法が異なってくるため、事前に底泥土の詳細調査を行って

から設計を行うことが重要である。
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［具体的データ］�

図-1 底泥土を利用した破砕・転圧盛土工法の概念

図-2 堤高の高いため池の場合の設計概念（堤高20m程度で傾斜遮水ゾーニング方式の例）�
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